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 福島県猪苗代湖及び裏磐梯湖沼群の水環境の保全に関する条例第７条第６項

に基づき、水環境保全推進計画の進捗状況について公表します。 

 まず、猪苗代湖の水質測定結果については、湖心においては、環境基準（ＣＯ

Ｄ、ＳＳ，ＤＯ、大腸菌数）は全ての項目が達成しています。水質保全目標（Ｃ

ＯＤ、全窒素、全りん、大腸菌数）は大腸菌数のみが達成しています（大腸菌数

については令和４年度から適用）。 

なお、ＣＯＤ７５％値は１．５mg/L となり、前年度から上昇しました。 

猪苗代湖の北岸部及び南岸部においては、水質保全目標（ＣＯＤ、全窒素、全

りん）のうち両地点の全窒素及び南部の全りんが達成しています。 

裏磐梯湖沼群（檜原湖、小野川湖、秋元湖、曽原湖及び毘沙門沼）においては、

水質保全目標（ＣＯＤ、全窒素、全りん）は、檜原湖の全りん、毘沙門沼の全窒

素のみが達成しております。 

 水質保全目標達成のために取り組むこととした各種事業については、令和 

１２年度までに実施することとした事業達成水準の目標に到達できるよう、引

き続き、関係機関と連携し、積極的に推進してまいります。 

１ 猪苗代湖の水質測定結果 

猪苗代湖（湖心）の水質測定結果（生活環境項目）は以下のとおりであり、

環境基準を達成しました。 

表－１ 令和５年度の猪苗代湖(湖心)における水質測定結果（生活環境項目） 

項目 年間平均 ７５％値※１ ９０％値※２ 最小～最大※３ 環境基準 

ｐＨ 

（水素イオン濃度） 
６．９ － － ６．６～７．１ 

６．５～８．５ 

（適用外） 

ＣＯＤ（mg/L) 

（化学的酸素要求量） 
１．６ １．５ － １．４～２．７ ３ 以下 

ＳＳ（mg/L） 

（浮遊物質量） 
１ － － ＜１～１ ５ 以下 

ＤＯ（mg/L） 

（溶存酸素量） 
１０ － － ７．８～１２ ７．５ 以上 

大腸菌数 

（CFU/100ml） 
＜１ － １ ＜１～１ ３００ 以下 

※１ 年間の日間平均値の全データをその値の小さいものから順に並べ、0.75×n 番目

のデータ値の事。 

※２ 年間の日間平均値の全データをその値の小さいものから順に並べ、0.9×n 番目

のデータ値の事。 

※３ 各項目の測定結果の最小・最大を示す。ただし、ＣＯＤについては、日平均値の

最小・最大を示す。 

注１ 大腸菌数は、令和４年度から大腸菌群数に代わるふん便汚染の指標として適用

となった。 

注２ 環境基準は下線部の値で評価する。
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（１）ｐＨ 

ｐＨは、平成７年度までは５．１以下の酸性でしたが、平成８年度以降、

その値が上昇し中性化しています。令和５年度の年間平均は６．９で、概ね

横ばいに推移しています。 

 

図－１ 猪苗代湖（湖心）のｐＨ（全層 年間平均）の推移 

※ ｐＨは７が中性、７より小さいほど酸性が強くなることを示す。 

 

（２）ＣＯＤ 

令和５年度のＣＯＤ７５％値は１．５mg/L で前年度から上昇しました。 

ＣＯＤ増加の要因として、湖水の中性化に伴う自然の浄化機能（汚濁物質

を湖底に沈めるメカニズム）の低下や湖内における内部生産（プランクトン

等の水生生物の繁殖）の増大、水生植物の増加などが考えられます。 

 

図－２ 猪苗代湖（湖心）におけるＣＯＤ（全層 75％値）の推移 

※ ＣＯＤの定量下限値は 0.5mg/L である。 
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（３）大腸菌数 

大腸菌数は、令和４年度から新たに環境基準項目に追加され、大腸菌群数

に代わるふん便汚染の指標として調査を開始しました。令和５年度の年間 

９０％値は１CFU/100ml でした。 

なお、従来調査の対象項目となっていた大腸菌群数については、平成１８

年度から令和３年度まで、夏季に環境基準を超過する傾向を確認していまし

た。大腸菌群数は、その測定値に土壌等に分布する自然由来の細菌をも含ん

だ値が検出されるため、猪苗代湖においても、基準超過はふん便性細菌では

なく、自然由来によるものと考えられます。 

 

２ 猪苗代湖及び裏磐梯湖沼水環境保全推進計画における事業達成水準 

  計画の推進状況を把握する事業達成水準は次のとおりです。 

（１） 猪苗代湖及び裏磐梯湖沼の水質状況と水質保全目標 

ア 猪苗代湖 

表－２ 猪苗代湖の水質状況と水質保全目標 

項 目 
計画策定時の現況値 

令和元年度 

目標値 

令和１２年度 

測定結果 

令和４年度 令和５年度 

湖
心 

ＣＯＤ(mg/L) １．４ １．０以下 １．４ １．５ 

全窒素(mg/L) ０．１７ ０．１以下 ０．１７ ０．１６ 

全りん(mg/L) ０．００３ ０．００３未満 ０．００４ ０．００３ 

大腸菌数 

(C F U / 1 00 m L ) 
－ ３００以下 ＜１ １ 

北
岸
部 

ＣＯＤ(mg/L) ２．１ １．５以下 ２．７ ２．８ 

全窒素(mg/L) ０．２ ０．２０以下 ０．１５ ０．２０ 

全りん(mg/L) ０．０１２ ０．００５以下 ０．０１４ ０．０２０ 

南
岸
部 

ＣＯＤ(mg/L) １．７ １．５以下 １．６ １．８ 

全窒素(mg/L) ０．１８ ０．２０以下 ０．１７ ０．１７ 

全りん(mg/L) ０．００５ ０．００５以下 ０．００６ ０．００５ 

※ ＣＯＤ     ：全層年間 75%値 

※ 全窒素及び全りん：表層年間平均値 

※ 大腸菌数    ：全層年間 90%値 

※ ＣＦＵ     ：コロニー形成単位（Colony Forming Unit）。 

大腸菌を培地で培養し、発育したコロニー数を数える

ことで算出する。 

注 令和４年４月１日から環境基準項目が大腸菌群数から大腸菌数へ見直され

たことを踏まえ、計画における水質保全目標についても大腸菌数に見直し

ています。 
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イ 裏磐梯湖沼（湖心） 

表－３ 裏磐梯湖沼（湖心）の水質状況と水質保全目標 

※ ＣＯＤ：全層年間 75%値 

※ 全窒素及び全りん：表層年間平均値 

 

 

図－３ 裏磐梯湖沼（湖心）におけるＣＯＤ（全層 75％値）の推移 

※ ＣＯＤの定量下限値は 0.5mg/L である。 

項 目 
計画策定時の現況値 

令和元年度 

目標値 

令和１２年度 

測定結果 

令和４年度 令和５年度 

檜
原
湖 

ＣＯＤ(mg/L) ２．３ ２．０以下 ２．６ ２．７ 

全窒素(mg/L) ０．１２ ０．１０以下 ０．１２ ０．１１ 

全りん(mg/L) ０．００５ ０．００５以下 ０．００８ ０．００５ 

小
野
川
湖 

ＣＯＤ(mg/L) ２．９ ２．０以下 ２．９ ３．０ 

全窒素(mg/L) ０．１３ ０．１０以下 ０．１３ ０．１３ 

全りん(mg/L) ０．００７ ０．００５以下 ０．００７ ０．００７ 

秋
元
湖 

ＣＯＤ(mg/L) ３．９ ２．０以下 ４．３ ４．５ 

全窒素(mg/L) ０．１５ ０．１０以下 ０．１４ ０．１４ 

全りん(mg/L) ０．００５ ０．００５以下 ０．０１０ ０．００６ 

曽
原
湖 

ＣＯＤ(mg/L) ３．０ ２．０以下 ３．５ ３．４ 

全窒素(mg/L) ０．１５ ０．１０以下 ０．１３ ０．１５ 

全りん(mg/L) ０．００８ ０．００５以下 ０．０１０ ０．００９ 

毘
沙
門
沼 

ＣＯＤ(mg/L) ２．１ １．０以下 ２．０ １．９ 

全窒素(mg/L) ０．０７ ０．１０以下 ０．０７ ０．０６ 

全りん(mg/L) ０．００８ ０．００５以下 ０．００５ ０．００７ 
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（２） 身近な水質指標 

ア 湖沼の透明度 

表－４ 湖沼の透明度 

項 目 
計画策定時の現況値 

令和元年度 

目標値 

令和１２年度 

測定結果 

令和４年度 令和５年度 

猪苗代湖湖心

（m） 
９．７ １０以上 １０．０ １０．６ 

裏磐梯湖沼

（m） 
３．６ ５以上 ３．２ ３．６ 

※ 裏磐梯湖沼は、檜原湖、小野川湖、秋元湖、曽原湖及び毘沙門沼の５湖沼の

平均値。なお、水深が５ｍに満たない場合は湖底までの水深を目標値としてい

ます。 

 

（３） 重点的に取り組む施策 

ア 生活排水対策 

人為汚濁低減のため、下水道及び農業集落排水処理施設等の整備、窒

素・りん除去型浄化槽の設置促進、浄化槽の適正な維持管理の徹底など

に努めています。 

（ア）流域における汚水処理人口普及率 

表－５ 流域における汚水処理人口普及率 

項 目 
計画策定時の現況値 

令和元年度  

目標値 

令和１２年度  

汚水処理人口普及率 

令和４年度 令和５年度 

汚水処理人口普

及率（％） 
８５．０ ９７．４ ８６．５  ８６．６ 

※ 汚水処理人口普及率＝（下水道整備人口＋農業集落排水処理施設整備人口

＋合併処理浄化槽整備人口）／区域内総人口×１００  

（イ）窒素・りん除去型浄化槽設置基数 

表－６ 窒素・りん除去型浄化槽設置基数 

項 目 
計画策定時の現況値 

令和元年度  

目標値 

令和１２年度  

設置基数（累計） 

令和４年度 令和５年度 

窒素・りん除去型浄

化槽設置基数（基） 
１５４ ４６４ １９７※ ２０２ 

※ 令和４年度の設置基数を昨年度公表の基数１９８基から訂正。 

（ウ） 浄化槽法第１１条の定期検査の実施率 

表－７ 浄化槽法第１１条の定期検査の実施率 

項 目 
計画策定時の現況値 

令和元年度  

目標値 

令和１２年度  

実施率 

令和４年度 令和５年度 

実施率（％） ４１．０ １００ ４４．０  ４３．９ 
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イ 県民が一体となった水環境保全活動の活性化 

県民参加による水環境保全活動の活性化を図るため、家庭や地域での

実践活動の促進などに努めています。 

表－８ ボランティアによるヨシ刈取り・清掃活動・水草回収等の参加

者数 

項 目 
計画策定時の現況値 

令和元年度  

目標値 

令和１２年度  

参加数 

令和４年度 令和５年度 

ボランティアによる

ヨシ刈取り・清掃活

動・水草回収等の参

加者数（述べ人数） 

５，６５７ １２ ,０００ ３，２０９  ３，８９５ 

 

ウ 水生植物の適切な管理による水質改善 

猪苗代湖北岸部では湖岸に漂着した水生植物やヒシの枯死体が汚濁負

荷源の一つになっており、生態系への影響等を配慮しながら、ヒシ等水

生植物の刈取り・回収及びヨシの刈取りを行っています。 

表－９ 水生植物回収量 

項 目 
計画策定時の現況値 

令和元年度  

目標値 

令和１２年度  

水生植物回収量 

令和４年度 令和５年度 

水生植物回収量

（㎥） 
１，０５４ ３，５００ ２，０５９  １，５１１  

 

エ 水環境にやさしい農業の推進 

面的汚濁の低減のため、環境保全型農業を推進しています。 

表－１０ エコファーマー認定※件数 

項 目 
計画策定時の現況値 

令和元年度  

目標値 

令和１２年度  

認定件数 

令和４年度 令和５年度 

エコファーマー

認定※件数（件）  
８７２ １,２６０ １，０５６  － 

※ たい肥などによる土づくりと化学肥料・農薬の使用低減を一体的に行う

農業生産方式を導入している農業者のこと。当該認定制度は令和４年７

月に廃止されました。 

 

（４） その他の施策 

ア 除じんスクリーン設置基数 

河川などからの猪苗代湖への除伐草の流入を防止するため、農業用排

水路への除じんスクリーンの設置を進めています。 
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表－１１ 除じんスクリーン設置基数 

項 目 
計画策定時の現況値 

令和元年度  

目標値 

令和１２年度  

設置基数（累計） 

令和４年度 令和５年度 

除じんスクリー

ン設置基数（基）  
４６５ ７２９ ４７９ ４７９ 

 

イ 排水基準適合率 

人為汚濁低減のため、排水処理施設の維持管理の監視や排水自主測定

の実施等、事業場に対する指導を行い、放流水質の向上を図っています。 

表－１２ 排水基準適合率 

項 目 
計画策定時の現況値 

令和元年度  

目標値 

令和１２年度  

排水基準適合率※ 

令和４年度 令和５年度 

排水基準適合率

（％） 
８３．３ １００ １００ １００ 

※ 排水基準適合率＝（基準適合事業場数／立入排水規制対象事業場数）×１００ 

 

ウ 環境教育等の推進 

県民参加による水環境保全活動の活性化・水環境保全の意識の啓発を

図るため、環境教育を推進しています。 

表－１３ 「水生生物による水質調査（せせらぎスクール）」への参加

団体数、猪苗代水環境センターを活用した環境学習会参加者数、

猪苗代水環境センター来訪者数 

項 目 
計画策定時の現況値 

令和元年度  

目標値 

令和１２年度  

参加数 

令和４年度 令和５年度 

せせらぎスクール

への参加団体数 
１ 

モニタリング

指標※ 
１ １ 

猪苗代水環境セン

ターを活用した環

境学習会参加者数 

（人） 

１７５ ２４０ １９３ ２０４ 

猪苗代水環境セン

ター来訪者（人） 
２，７００ 

モニタリング

指標※ 
５，３７５  ５，５４４  

※ 「モニタリング指標」とは、目標値の設定が困難又は不適当であるが、毎年状況

を把握し、公表することが望ましいものです。 
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